
























































































































































































4）  講演では、北米資本主義文化を批判する1920年代の風刺ソング「北はキメラ」（El Norte es 
una quimera）と、現代のバラード風ラブソング「クリオジシマ」Criollísimaを実演した。
5）  講演では、クリスマスのパランダで歌われるアギナルドの伝統曲「トゥントゥン」（Tun 
tun）「ディンディンディン」（Din din din）「カルパノのアギナルド」（Aguinald carupanero）
を、実演した。
6）  講演では、伝統的なガイタの曲「私の哀愁」（Mi nostalgia）を実演した。
7）  講演では、英語とフレンチクレオールの詞による伝承曲をメドレーで実演し、カリブの島
からベネズエラにカーニバル文化を伝えた移民の伝統を偲んだ。
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